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高等学校におけるキャリア教育の理解第2章 高等学校におけるキャリア教育の理解

◆第１節　キャリア教育の理解

１　キャリア教育の系譜

　パート１　第2章：中学校におけるキャリア教育の理解　第1節キャリア教育の理解　１キャリ
ア教育の系譜を参照

２　「キャリア教育」に関する施策の展開

　パート１　第2章：中学校におけるキャリア教育の理解　第1節キャリア教育の理解　２「キャ
リア教育」に関する施策の展開を参照

３　キャリア教育を通して育成すべき能力についての考え方

①　高等学校段階でのキャリア発達課題
・高等学校では、生徒の個性や義務教育までに培った能力や態度を更に伸長させるとともに、学
校から社会・職業への移行の準備として専門性の基礎を育成することが求められる。

・高校生の時期は、中学生と比べて、更に、独立や自律の要求が高まるとともに、所属する集団
も増え、集団の規律や社会のルールに従い、互いに協力しながら各自の様々な役割や期待に応
えて円滑な人間関係を築いていくことが求められる。

・自我の形成がかなり進み、人間がいかにあるべきか考えるとともに、自己の将来に夢や希望を
抱き、その実現を目指して進んで学習に取り組む意欲を持ち、自己の個性や能力を活かす進路
を自らの意志と責任で選択し決定していくことが求められる。
（出典：文部科学省『高等学校におけるキャリア教育の手引』2011年11月）

【高等学校段階におけるキャリア発達課題とキャリア発達の特徴の例】

（資料出所：文部科学省『高等学校におけるキャリア教育の手引』2011年11月）
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高等学校におけるキャリア教育の理解 ◆第２節　高等学校におけるキャリア教育の取組み状況と課題

②　キャリア教育を通して育成すべき「基礎的・汎用的能力」
ⅰ　「総合的な学習の時間」との関連
　・高等学校での総合的な学習の時間は、横断的・総合的な学習や探求的な学習を通して、自ら
課題を見付け、自ら学び、自ら考え、主体的に判断し、よりよく問題を解決する資質や能力
を育成すると共に、学び方やものの考え方を身に付け、問題の解決や探求活動に主体的、創
造的、協同的に取り組む態度を育て、自己の在り方生き方を考えることができるようにする
ことを目標にしている。

　・総合的な学習の時間においては、各教科・科目及び特別活動で身に付けた知識や技能等を相
互に関連付け、学習や生活において生かし、それらが総合的に働くようにすることが求めら
れる。このような教育活動を通して、自己の在り方生き方を考えることができるようにする
ことが総合的な学習の時間においては重要である

ⅱ　「特別活動」との関連
　・特別活動は、望ましい集団活動を通して、心身の調和のとれた発達と個性の伸長を図り、集
団や社会の一員としてよりよい生活や人間関係を築こうとする自主的、実践的な態度を育て
るとともに、人間としての生き方についての自覚を深め、自己を生かす能力を養うことを目
標とする。

　・特別活動、とりわけホームルーム活動は、キャリア教育の中核的な実践の場である。ホーム
ルーム活動を中心として特別活動の全体を通じてキャリア教育を実践するに当たっては、社
会の一員としての自己の生き方を探究するなど、人間としての在り方生き方の指導が行われ
るようにすることが不可欠であり、その際、他の教科等、特に公民科や総合的な学習の時間
との関連を図ることが特に求められている。
（参考：文部科学省　国立教育政策研究所生徒指導・進路指導研究センター

「キャリア発達にかかわる諸能力の育成に関する調査研究報告書」2013年3月を基に作成）

◆第２節　高等学校におけるキャリア教育の取組み状況と課題

１　キャリア教育の取組み状況

①キャリア教育に関する学習の機会や内容等の実施状況
・全ての学年を通して回答が多いのは、「生徒のキャリア発達を意識したホームルーム活動の授
業」（1年が 85.3％、2年が 85.7％、3年が 83.5％）、「生徒のキャリア発達を意識した総合的な学
習の時間の授業」（1年が 69.5％、2年が 74.9％、3年が 73.2％）、「将来設計全般に関する学習」（1
年が 77.0％、2年が 65.4％、3年が 65.2％）、「自分を理解する学習（キャリア・カウンセリング、
諸検査を含む）」（1年が 86.3％、2年が 65.5％、3年が 53.7％）である。

・「なし」の回答は、「保護者による職業についての講話」が 83.2％と最も高い。次いで「転職希
望者や再就職希望者などへの就職支援の仕組に関する学習」が 76.2％、「グローバル化など社
会・経済・産業の構造的変化に関する講話、講演」が 70.6％、「就職後の離職・失業など、将
来起こり得る人生上の諸リスクへの対応に関する学習」が 49.3％等である。

（参考：国立教育政策研究生徒指導・進路指導研究センター
「キャリア教育・進路指導に関する総合的実態調査第一次報告書」2013年3月を基に作成）
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【キャリア教育に関する学習の機会や内容等の実施状況】

（資料出所：国立教育政策研究生徒指導・進路指導研究センター
「キャリア教育・進路指導に関する総合的実態調査第一次報告書」2013年3月）

②　キャリア教育を適切に行っていく上で今後重要になると思うこと
・「とても重要だと思う」という回答では、「生徒の実態や学校の特色、地域の実態を反映させた
計画の立案をすること」が 72.0％と最も高い。次いで「キャリア教育に関する教員の理解と協
力を得ること」が 62.0％、「就職体験（インターンシップ）などの体験活動では、事前指導・
事後指導を重視すること」が 53.8％、「キャリア教育の計画の作成にあたって、ガイダンスの
機能の充実を図れるように工夫すること」が 50.7％、「発達の段階に応じたキャリア教育の実
践が行われるようにすること」が 49.6％等の順である。

・低いのは、「貴校のキャリア教育で育てる力と基礎的・汎用的能力との関連を整理すること」
が 35.5％、「取組の改善につながる評価を実施すること」が 35.4％、「キャリア教育に関する研
修への参加などによる指導力の向上を図ること」が 35.3％、「キャリア教育を計画通り、確実
に実施すること」が 32.8％、「キャリア教育に関する指導案の作成や教材の工夫などによる指
導の改善・充実をすること」が 26.3％等である。

（参考：国立教育政策研究生徒指導・進路指導研究センター
「キャリア教育・進路指導に関する総合的実態調査第一次報告書」2013年3月を基に作成）
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◆第２節　高等学校におけるキャリア教育の取組み状況と課題

【キャリア教育を適切に行っていく上で今後重要になると思うこと】

（資料出所：国立教育政策研究生徒指導・進路指導研究センター
「キャリア教育・進路指導に関する総合的実態調査第一次報告書」2013年3月）

③　ホームルームのキャリア教育について困ったり悩んだりしていること
・「キャリア教育を実施する十分な時間が確保できない」が 34.6％と最も高い。次いで「キャリ
ア教育の計画・実施についての評価の仕方がわからない」が 31.0％、「キャリア教育の適切な
教材が得られない」が 26.1％、「キャリア教育と進路指導との違いがわからない」が 25.8％、「生
徒の進路意識や進路選択態度に望ましい変容が見られない」が 24.2％、「キャリア教育に関す
る指導の内容・方法をどのようにしたらよいかわからない」が 23.1％、「保護者のキャリア教
育に対する期待が進路先の選択やその合格可能性に偏っている」が 21.8％等の順である。

・低いのは、「キャリア・カウンセリング（進路相談）の内容・方法が分からない」が 8.4％、「キャ
リア・カウンセリング（進路相談）や進路に関する資料の保管・活用のための施設・設備（進
路相談室等）がない」が 8.0％、「キャリア教育にかかわる学習や体験活動について、保護者の
理解や協力が得られない」が 3.9％、「学校・学年の理解や協力が得られない」と「キャリア教
育にかかわる学習や体験活動の計画・実施にあたって地域や企業等の協力が得られない」が
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3.5％等である。
（参考：国立教育政策研究生徒指導・進路指導研究センター

「キャリア教育・進路指導に関する総合的実態調査第一次報告書」2013年3月を基に作成）

【ホームルームのキャリア教育について困ったり悩んだりしていること】

（資料出所：国立教育政策研究生徒指導・進路指導研究センター
「キャリア教育・進路指導に関する総合的実態調査第一次報告書」2013年３月）
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◆第２節　高等学校におけるキャリア教育の取組み状況と課題

④　ホームルームでキャリア教育を適切に行っていく上で今後重要になること
・「とても重要だと思う」ことは、「卒業後の就職や進学に関する情報資料の収集と活用」が
57.6％と最も高い。次いで「キャリア・カウンセリング（進路相談）の充実が 56.8％、「学校のキャ
リア教育全体計画に基づくホームルーム・学年のキャリア教育の計画の立案」が 53.8％、「生
徒のキャリア発達の課題に即したホームルーム・学年のキャリア教育の計画の立案」が 51.3％、
「就業体験（インターンシップ）や社会人による講話など、キャリア教育にかかわる体験的な
学習の充実」が 46.3％等の順である。

（参考：国立教育政策研究生徒指導・進路指導研究センター
「キャリア教育・進路指導に関する総合的実態調査第一次報告書」2013年3月を基に作成）

【キャリア教育を適切に行っていく上で今後重要になると思うこと】

（資料出所：国立教育政策研究生徒指導・進路指導研究センター
「キャリア教育・進路指導に関する総合的実態調査第一次報告書」2013年3月）
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⑤　将来の生き方や進路について考えるために指導して欲しかったこと
・「自分の個性や適性（向き・不向き）を考える学習」が 29.9％と最も高い。次いで「社会人・
職業人としての常識やマナー」が 26.5％、「就職後の離職・失業など、将来起こり得る人生上
の諸リスクへの対応」が 23.1％等である。

（参考：国立教育政策研究生徒指導・進路指導研究センター
「キャリア教育・進路指導に関する総合的実態調査第一次報告書」2013年3月を基に作成）

【将来の生き方や進路について考えるために指導してほしかったこと】

（資料出所：国立教育政策研究生徒指導・進路指導研究センター
「キャリア教育・進路指導に関する総合的実態調査第一次報告書」2013年3月）
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◆第２節　高等学校におけるキャリア教育の取組み状況と課題

⑥　キャリア教育や進路指導において保護者が期待する学習内容
・「とても期待している」と「ある程度期待している」を合わせると、「適切な進路選択の考え
方や方法についての学習」が 90.7％と最も高い。次いで「進路に関する情報の入手とその利用
の仕方に関する学習」が 89.8％、「自分の個性や適性（向き・不向き）を理解するための学習」
が 89.3％、「学ぶことや働くことの意義を考えさせる学習」が 88.1％、「上級学校（大学・短大・
専門学校等）などの入試制度や就職試験の仕組についての学習」が 87.8％等の順である。

（参考：国立教育政策研究生徒指導・進路指導研究センター
「キャリア教育・進路指導に関する総合的実態調査第一次報告書」2013年3月を基に作成）

【キャリア教育や進路指導において期待する学習内容】

（資料出所：国立教育政策研究生徒指導・進路指導研究センター
「キャリア教育・進路指導に関する総合的実態調査第一次報告書」2013年3月）
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⑦　学生が高等学校時の将来の生き方や進路を考える上で役に立った学習や指導
・「役に立った」との回答割合が最も高い項目は、「部活動などの課外活動」の 60.2％である。次
いで「卒業後の進路（進学や就職）についての相談」が 55.6％、「卒業後の進路（進学や就職）
に関する情報の入手方法とその利用の仕方」が 50.1％である。

・「役に立たなかった」との回答割合が最も高いのは、「係活動・委員会活動や生徒会活動などの
日々の活動」が22.8％である。次いで「上級学校（大学・短大・専門学校等）の先生の講話・講演」
が 12.0％、「社会全体のグローバル化（国際化）の動向についての学習」が 11.6％である。

（参考：国立教育政策研究生徒指導・進路指導研究センター
「キャリア教育・進路指導に関する総合的実態調査第一次報告書」2013年3月を基に作成）

【将来の生き方や進路を考える上で役に立った学習や指導】

（資料出所：国立教育政策研究生徒指導・進路指導研究センター
「キャリア教育・進路指導に関する総合的実態調査第一次報告書」2013年3月）
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◆第２節　高等学校におけるキャリア教育の取組み状況と課題

⑧　高校生の時に、将来の生き方や進路を考えるために指導してほしかったこと
・「社会人・職業人としての常識やマナー」が 40.1％と回答が最も多い。次いで「自分の個性や
適性（向き・不向き）を考える学習」が 39.3％、「卒業後の進路（進学や就職）選択の考え方
や方法」が 32.0％、「上級学校（大学・短大・専門学校等）の教育内容や特色」が 27.9％、「産
業や職業の種類や内容」が 26.8％、「就職後の離職・失業など、将来起こり得る人生上の諸リ
スクへの対応」が 26.1％であ。

（参考：国立教育政策研究生徒指導・進路指導研究センター
「キャリア教育・進路指導に関する総合的実態調査第一次報告書」2013年3月を基に作成）

【将来の生き方や進路を考えるために指導してほしかったこと】

（資料出所：国立教育政策研究生徒指導・進路指導研究センター
「キャリア教育・進路指導に関する総合的実態調査第一次報告書」2013年3月）
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⑨　高校生の時に、将来の生き方や進路を考えるために実施してほしかった体験活動
・「就業体験（インターンシップ）」を挙げた卒業生が 41.4％と最も多い。次いで「職場の見学」
が 38.6％、「ボランティア活動」が 24.4％、「卒業生の体験発表会」が 21.8％、「上級学校（大学・
短大・専門学校等）の体験入学」が 21.5％、「社会人や職業人の講話・講演」が 20.4％の順である。

（参考：国立教育政策研究生徒指導・進路指導研究センター
「キャリア教育・進路指導に関する総合的実態調査第一次報告書」2013年3月を基に作成）

【学生が高等学校時に将来の生き方や進路を考えるために実施してほしかった体験活動】

（資料出所：国立教育政策研究生徒指導・進路指導研究センター
「キャリア教育・進路指導に関する総合的実態調査第一次報告書」2013年3月）

２　高等学校におけるキャリア教育・職業教育の課題

①　高等学校のキャリア教育・職業教育の課題と基本的考え方
・高等学校の普通科で学ぶ生徒数が 70％を超え、そのうち高等教育機関への進学率が 75％を超
えている。高等教育機関への進学希望者の中には、将来の生き方・働き方について考え、選択・
決定することを先送りする傾向が強く、多くの生徒にとって、高等学校は高等教育機関への通
過点となり、進路意識や目的意識が希薄なままにとりあえず進学している者がいる状況がうか
がえる。

・一方、普通科から就職する者も依然として多く存在するが、学科別の就職状況をみると、普通
科は他の学科と比べて厳しい状況に置かれているのが最近の傾向であり、普通科の生徒に対し、
職業に従事するために必要な知識・技能をどのように育成するかが課題となっている。
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◆第２節　高等学校におけるキャリア教育の取組み状況と課題

・専門学科で学ぶ生徒の割合は、約23％（職業に関する学科については約20％）となっている。
専門学科卒業者の高等教育機関への進学率は年々増加し、現在では約半数となっており、高等
教育との接続を視野に入れた職業教育の充実が求められている。

・専門学科を卒業した者のうち約40％が就職しており、地域産業の中で専門学科の卒業生に対す
る人材の需要が存在する分野がある一方で、職業人として必要な専門的な知識・技能が高度化
している分野があることや、職業が多様化しているにも関わらず、その対応が不十分であるこ
とが指摘されている。

・総合学科で学ぶ生徒は、約5％である。総合学科導入以来、設置数は年々増加し、教育と職業
との接続、生徒の学校から社会及び高等教育機関への円滑な移行について一定の成果を上げて
いる学校がみられる一方で、総合学科全体としてみた場合、導入時期に期待されていた教育の
特色をいかし、その役割を果たすことができているかどうかを含め、現時点での成果と課題の
検証が必要であることが指摘されている。

・高等学校教育修了までに、生涯にわたる多様なキャリア形成に共通して必要な能力や態度を身
に付けさせ、これらの育成を通じて、価値観、とりわけ勤労観・職業観を自ら形成・確立させ
ることを、キャリア教育の視点から見た場合の目標として設定し、キャリア教育の取組を一層
充実することが重要である。

・一方、職業の多様化等に伴い、生徒のキャリア形成に関する環境や意識等の多様化も進んでお
り、一人一人の状況に応じた対応にも配慮することが必要である。

・専門教育や職業・実際生活に必要な能力の育成が始まる高等学校教育においては、キャリア教
育の視点だけでなく、専門的な知識、技能、能力や態度を育成し、職業へ円滑に移行する準備
及び自己の将来の可能性を広げていくことができる職業教育の充実を図ることが重要である。
（参考：中教審「今後の学校におけるキャリア教育・職業教育の在り方について」

（答申）2011年1月を基に作成）

３　高等学校におけるキャリア教育の方向性と推進方策

①　学科の特質に応じて育成すべき「基礎的・汎用的能力」
・高等学校においては、社会的・職業的自立に必要な「基礎的・汎用的能力」を育成するために、
各学科の特色に応じた取組が必要となる。各学科において「基礎的・汎用的能力」を育むため
には、次のような視点が考えられる。

（出典：文部科学省『高等学校キャリア教育の手引』2011年11月）

【すべての学科に共通して育成すべき力の例】

（資料出所：文部科学省『高等学校キャリア教育の手引』2011年11月）
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【学科の特質に応じた育成の視点の一例】

（資料出所：文部科学省『高等学校キャリア教育の手引』2011年11月）

②　高等学校普通科におけるキャリア教育の課題と推進方針
・キャリア教育を実施していない高等学校が依然として存在するとともに、単に職業教育を行え
ばキャリア教育を実施したことになると考えているケースが見受けられる。また、高等学校の
キャリア教育として、何を目指しているのかが必ずしも明確になっていないために、その重要
性が十分認識されておらず、適切なキャリア教育が行われていないことがある。

・普通科の生徒に多い進学希望者の中には、将来の生き方・働き方について考え、選択・決定す
ることを先送りする傾向が強いことが伺える。一方で、学科別の就職状況をみると、普通科は
他の学科と比べて厳しい状況に置かれているのが最近の傾向であることから、普通科における
キャリア教育の充実を優先的に検討していく必要がある。

・また、学校の授業を十分に理解することができていない生徒も存在するとともに、様々な課題
を抱え職業に対する知識や準備ができないまま社会に出る生徒もいることから、基礎学力や職
業に必要な能力の育成とともに、学校への定着（中退の防止）を図るという観点から、キャリ
ア教育の取組みの充実により、学習意欲の向上につなげていくことが重要である。

・高等学校の段階においては、自らの将来のキャリア形成を自ら考えさせ、選択させることが重
要であることから、学科や卒業後の進路を問わず、現実的に社会・職業の理解を深めることや、
自分が将来どのように社会に参画していくかを考える教育活動等を指導計画に位置づけて実施
することが重要である。

・社会的・職業的自立に向けて必要な基盤となる能力や態度を育成することに取り組むべきであ
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◆第２節　高等学校におけるキャリア教育の取組み状況と課題

る。特に、高等学校の段階は、社会人・職業人としての自立が迫られる時期であることから、
生涯にわたる多様なキャリア形成に共通して必要な能力や態度の育成がとりわけ重要な意味を
もつ。この能力や態度を各学校でどの程度育成するか、地域や生徒の実態に即しつつ、学校ご
とに到達目標を明確に設定することが求められる。

・キャリアを積み上げていく上で必要な知識等を、教科・科目等を通じて理解させるべきである。
特に高等学校の段階は、学校と家庭以外での生活や社会の中での活動が増える時期にもかかわ
らず、現在の高校生は社会の仕組みや様々な状況に対処する方法を十分には身に付けていない
と指摘されており、知識として学ぶことと体験を通して学ぶこととの両面から、現実社会の厳
しさも含めて、一人一人の将来に実感のあるものとして伝えることが特に重要である。

・卒業生・地域の職業人等とのインタビューや対話、就業体験活動等の体験的な学習の機会を、
計画的・体系的なキャリア教育の一環として十分に提供し、これらの啓発的な経験を通して、
進路を研究し、自己の適性の理解、将来設計の具体化を図らせるべきである。

・これらの学習を通して、生徒が自らの価値観、とりわけ勤労観・職業観を形成・確立できるよ
うにするべきである。

・普通科においては、地域や学校の実態、生徒の特性、進路等を考慮し、職業生活を送るための
基礎的な知識・技能に関する学習機会の充実に努めることが必要である。

・普通科における職業科目（家庭、商業等）の履修は、より具体的な職業との関連を意識した学
習を通じたキャリア教育の実践にもなることを十分考慮し、各学校において、職業科目の教育
課程上の位置付けや履修指導の方法等の見直しを図りつつ、その機会を確保していくことが必
要である。

・進路指導は、本来、生徒の個人資料・進路・情報・啓発的経験及び相談を通じて、どのような
人間になり、どう生きていくことが望ましいかという長期的展望に立った人間形成を目指す教
育活動である。進路指導のねらいは、キャリア教育の目指すところとほぼ同じである。しかし、
実際に学校で行われている進路指導においては、進路指導担当教員と各教科担当の教員との連
携が不十分であること、一人一人の発達を組織的体系的に支援するといった意識や姿勢、指導
計画における各活動の関連性や体系性等が希薄であり、子どもたちの意識の変容や能力や態度
の育成に十分に結びついていないという指摘がある。各学校は、自校におけるこれまでの進路
指導の実践をキャリア教育の視点から捉え直し、その在り方を見直すことが必要である。
（参考：中教審「今後の学校におけるキャリア教育・職業教育の在り方について」

（答申）2011年1月を基に作成）

③　専門学科における職業教育の推進方策
・現在の専門学科は、職業の多様化、職業人として求められる知識・技能の高度化への対応が求
められていることから、職業人としての自己学習力や社会の中での自らのキャリア形成を計
画・実行できる力等を育成していくことが必要である。

・専門学科においては、卒業後の進路を問わず、将来にわたって職業人として必要とされる専門
的な知識・技能の高度化に対応できる力の育成が必要である。また、産業・社会が高度化・複
雑化する中で、新しい分野・職業等が日々生まれており、このような職業の多様化に対応でき
る人材の育成も求められる。

・それぞれの職業に就くに当たって、必要な基礎的・汎用的能力や専門的な知識・技能を備え、
あるいは、今後このような能力が伸びていく可能性を有するとともに、自立して行動できる態
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度・価値観を持ち、それらの能力等を生涯にわたって発揮できる力を育成することが重要であ
る。
（参考：中教審「今後の学校におけるキャリア教育・職業教育の在り方について」

（答申）2011年1月を基に作成）

④　総合学科における今後の在り方
・総合学科の本来の目的である、生徒に目的意識や将来の進路への自覚を持たせるための学習を
進めることが難しい状況にあるなど、その特色をいかすための教育活動をさらに充実するため
の方策が必要である。

・各学校・教育委員会においては、高等学校の教職員の総合学科に対する理解を促進するととも
に、生徒に目的意識や将来の進路への自覚を持たせるための教育活動の充実や、そのための教
育環境の充実に努めることが必要である。

・総合学科の本来の目的である、生徒が主体的に選択して学習するという教育を実施し、将来の
進路への自覚を促すためには、普通教科・専門教科ともに幅広く開設し、多様な分野の学習機
会を保障するための条件整備が不可欠である。
（参考：中教審「今後の学校におけるキャリア教育・職業教育の在り方について」

（答申）2011年1月を基に作成）

大学進学希望者に対するキャリア教育の一層の充実を
　「基礎的・汎用的能力」を構成する４つの能力の育成については、「これらの能力をどのような
まとまりで、どの程度身に付けさせるかは、学校や地域の特色、専攻分野の特性や子ども・若者
の発達の段階によって異なる」と言われています。とりわけ高校では、学科やコース等の特色を
活かし、かつ、生徒の実態に即した実践が期待されます。
　けれども、大学等への進学希望者に目を向けると、将来の生き方・働き方について考え、選択・
決定することを先送りする傾向が一部に見られ、そういった生徒の中には、進路意識や目的意識
が希薄なままとりあえず進学している者も少なくないようです。また、いわゆる進学校と呼ばれ
る普通科では、一部の先生方の間にも、大学合格のみを目指す指導を偏重する風潮があるように
見受けられます。
　せっかく大学に進学したにもかかわらず、合格という最大の目的を達成した後の虚脱感に長期
間悩まされ、大学での学びに対する積極的な姿勢をなかなか持てずにいる学生は、けっして例外
的存在ではありません。そういう学生に出会うたび、とりわけ普通科におけるキャリア教育の一
層の充実は喫緊の課題であると強く感じます。
　この十数年の間、普通科に限らず、大学進学を希望する生徒の割合は高まり続けてきました。
大学を卒業した、という事実がその後の安定した暮らしをある程度保証した時代が、すでに過去
のものとなった今日、大学生活をどのように過ごすかはもちろんのこと、大学の向こう側にある
社会を現実に即して展望し、そこでどのように生きていくかを考えさせ、そのために必要となる
能力を高めるキャリア教育の充実は高校教育全体の課題であると言えるでしょう。
　同時に、知識基盤社会と言われる今日にあって、大学で身に付けた知識や技能をどのように社
会に還元し、より良い社会の形成をどのように担っていくかという視点からの指導の充実も不可
欠であることは、言うまでもありません。

筑波大学人間系　教授　藤田　晃之
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